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　　　　　　　　　　　　　　　　会　　長　有　井　　清

新 年 の ご あ い さ つ

　新年のご挨拶に先立ち、能登半島地震と羽田空

港航空機衝突炎上事故でお亡くなりになられた

方々に謹んで哀悼の意を表します。

　昨年5月に行動制限が解除されて以降、多くの

社会・経済活動が以前の状態へと戻りつつありま

す。日経平均株価がバブル崩壊後の最高値を更新

するなど明るい経済ニュースがあった一方、円安

と長年のデフレによる「安い日本」、生活必需品

の値上がりによる「苦しい日本」は相変わらずで

あります。

　建設業界では資機材価格の値上り・納期の遅

延・人手不足・労務費の上昇が続いており、大変

厳しい条件下での事業運営を強いられているの

が現状です。私たち空調衛生工事業につきまして

は、製造業の国内回帰に伴う各地での拠点整備や

大型プロジェクトの進捗、また、県内の民間企業

の設備投資や公共施設整備などによって企業規

模によらず需給がタイトになりつつあります。

　このような中、四月から改正労働基準法による

時間外労働の罰則付き上限規制が適用されます。

この数年間、業界団体として常態化した長時間

労働を少しでも是正して改正労基法の適用に対

応しようと、各方面の皆様と共に努めて参りまし

た。そして、間もなく我々に与えられた猶予期間

は終わり、いよいよ実戦を迎える時が来ます。若

者の入職促進と既に業界で働く方のワークライ

フバランス実現のためにも、私たちは法律で決め

られた時間外労働の上限をクリアしなければな

りません。更に、様々な物の価格が上がっている

昨今、物価の上昇と同等以上の賃上げにも取り組

んでいかねばなりません。働く時間は短くして、

賃金を上げていく。事業者にとって大変厳しい課

題でありますが、今が時代の変わり目と腹を括

り、前向きに挑戦して参ろうではありませんか。

　さて、話は変わりますが、今年は10月に（一

社）日本空調衛生工事業協会第29回全国会議を横

浜で開催いたします。会員をはじめ関係者の皆様

のご協力を得て、全国会議が有意義なものとなる

よう力を尽くしてまいります。

　本年も当工業会の活動・運営に引き続きのご理

解とご協力をお願い申し上げ、年頭の挨拶とさせ

ていただきます。本年もどうぞよろしくお願い申

し上げます。
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　　　　　　　　　　　　　　神奈川県知事　黒　岩　祐　治

新 年 の ご あ い さ つ

　新年あけましておめでとうございます。

　コロナ禍の影響を脱した今、私たちの日常生活

や社会経済活動は以前の活気をほぼ取り戻しま

した。県内の観光地にも大勢の観光客が訪れ、賑

わいを見せています。

　新型コロナとの闘いは本当に長く辛い日々で

したが、この危機を乗り越えることができたの

は、県民、事業者の皆様のご理解とご協力があ

り、そして、医療関係者の皆様の献身的なご尽力

があってのことでした。改めて感謝を申し上げま

す。

　コロナ禍は私たちの生活に様々な変化をもた

らしました。デジタル化の浸透もその一つではな

いでしょうか。コロナ禍では、多くの皆さんが先

の見えない不安を抱えていたと思いますが、県で

は、こうした不安を少しでも解消できるよう、デ

ジタルの力を活用し一人ひとりに寄り添った対

応を行ってきました。「新型コロナ対策パーソナ

ルサポート」で、感染症の最新情報や感染の拡大

状況など県民の皆様が知りたい情報をきめ細か

く発信したほか、自動音声で健康観察を行うＡＩ

コールを導入し、自宅で療養している方々のフォ

ローアップをすることもできました。

　そして今、世界はまさにデジタル革命の真っ只

中にあります。生成ＡＩに代表されるように人工

知能の進化は目覚ましく、人間の頭脳を超える日

も遠くないと言う識者もいます。その活用には

様々なリスクも指摘されていますが、私たちが目

指しているのは、県民の皆様の目線に立ち、一人

ひとりの不安に寄り添い、安心して暮らせる社会

を作り上げていくことです。

　また、安心・安全な県土づくりに重要な役割を

果たす建設業においては、 人手不足の深刻化や、

時間外労働の上限規制の適用、いわゆる「2024年

問題」が目前に迫っており、デジタル技術を活用

した工事現場の効率化や、就労環境の改善など、

建設業の働き方改革の推進にしっかりと取り組

んでいきます。

　このように、コロナ禍で培った経験を活かしな

がら、さまざまな分野でのデジタルの活用を進

め、「県民目線のデジタル行政でやさしい社会」

の実現を目指してまいります。

　新しい年が皆様にとってより良い年となりま

すよう、心からお祈り申し上げ、新年のあいさつ

といたします。
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新 年 の ご あ い さ つ
令和 6 年の年頭にあたって

　あけましておめでとうございます。皆様が新

たな年を迎えられましたことを、心よりお喜び

申し上げます。

　全ては市民の皆様のために。市民の皆様の

「声」を大切にすることを第一に、中学3年生ま

での小児医療費無償化や、中学校での全員給食

開始に向けた取組の推進など、「子育てしたいま

ち」の実現に向け、施策を前進させてきました。

　令和6年は、市民の皆様の心豊かな生活の実

現、横浜の持続的な成長・発展に向けて、更に

歩みを進めてまいります。

　日々時間に追われる子育て世代の皆様の「ゆ

とり」を創出し、「子育てしたいまち」を更に実

感していただけるよう取り組むとともに、子育

て世代を呼び込み、横浜の持続的な活力向上に

つなげていきます。また、医療・福祉の充実や

災害対策、インクルーシブなまちづくりを進め、

社会経済情勢に対応した支援もしっかりと進め

ます。

　国内外の人を惹きつけるまちづくりにも弾み

をつけます。世界屈指の水際線の魅力を一層磨

き上げ、道路や公園などの公共空間を一層活用

し、横浜ならではの魅力を高める新たな仕掛け

を打ち出していきます。

　そして、行政手続きのオンライン化をはじめ、

市民・事業者の皆様に大きなメリットを実感し

ていただけるよう、DXの取組を一層推進してい

きます。

　今や気候変動は差し迫った危機となり、私た

ちの生活や社会経済にも多大なる影響を及ぼし

ています。横浜のかけがえのない環境を将来世

代に引き継いでいくために、市民の皆様お一人

おひとりの環境に配慮したライフスタイルや、

企業価値を高める脱炭素経営への転換をしっか

りと後押しし、市民・事業者の皆様と一体となっ

て、「脱炭素化」を強力に推進していきます。

　2027年には、環境をテーマとした「GREEN×

EXPO 2027」を開催します。この「横浜グリー

ン博」の成功とその先の脱炭素社会の実現に向

けて、市民・事業者の皆様の御理解と共感を深

める取組を加速させます。

　誰もが「住みたい、住み続けたい」と思える

まち。その実現のために、全力を尽くしてまい

ります。今年もどうぞよろしくお願いいたしま

す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　川崎市長　福　田　紀　彦

新 年 の ご あ い さ つ

　新年、あけましておめでとうございます。

　皆様にとりまして、今年一年が明るい話題に

あふれた良い年になりますようお祈りいたしま

す。

　昨年を振り返りますと、社会経済活動の正常

化に伴い、様々な催しが数年ぶりに実施され、

人とふれあうことの喜びを改めて実感した一年

でした。一方で、世界情勢の激変による物価高

騰が続いたため、市民や事業者の皆様への支援

に取り組んでまいりました。

　今年は、市制100周年という歴史的な節目を

迎えます。これまでの歴史を振り返り、本市の

発展に貢献いただいた先人の努力や功績に感謝

をするとともに、この機会を新しい川崎を生み

出していくためのスタートラインと捉え、全国

都市緑化かわさきフェアをはじめとして、皆様

との協働・共創により、市内各地で「多様で多

彩なアクション」を生み出し、次の100年に向

けた取組につなげてまいります。

　比較的平均年齢が若い都市である本市でも、

少子高齢化は喫緊の課題となっており、誰もが

住み慣れた地域で安心して暮らし続けることが

できるよう、地域包括ケアシステムの構築を進

めるとともに、安心して子育てができるよう、

多子世帯のきょうだいが同一園に入所できる機

会や、保育料の減免を拡充するなど、「安心の

ふるさとづくり」に取り組んでまいります。

こうした取組を支える「力強い産業都市づくり」

として、世界最先端の研究開発機関や企業が集

積する臨海部では、大規模土地利用転換により、

水素を軸としたカーボンニュートラルエネル

ギーの拠点形成に向け、取組を加速してまいり

ます。

　また、エネルギーの地産地消や市域への再生

可能エネルギーの普及拡大に向け、「川崎未来

エナジー株式会社」が事業を開始いたします。

市民の皆様と一緒に、オール川崎で脱炭素社会

の実現に向け挑戦してまいります。

　昨年完成した本庁舎は、最新の免震構造を採

用するなど高い耐震性能と業務継続性を確保し

ており、こうした機能を活用しながら防災対策

をさらに進めてまいります。

　複雑化・多様化する課題を、地域の実情を踏

まえ迅速に解決していくためには、指定都市制

度を改革し、大都市の権限や財源を拡充する必

要がありますので、「特別市制度」の法制化に

向けて取り組んでまいります。

　引き続き、「成長」と「成熟」の調和する「最

幸のまち かわさき」の実現に向けて取り組ん

でまいりますので、皆様の御協力をお願いいた

します。
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　　　　　　　　　　　　　　　相模原市長　本　村　賢太郎

新 年 の ご あ い さ つ

　一般社団法人神奈川県空調衛生工業会の皆様

におかれましては、喜びに満ちた新年をお迎え

のことと存じます。

　貴会におかれましては、「神奈川発!! 地球に

いいこと、ひとつづつ」のスローガンのもと空

調衛生の面から人々の暮らしを最前線で支えて

いただき、快適な生活環境の創造と脱炭素社会

の実現に御貢献いただいておりますことに、深

く敬意を表しますとともに厚くお礼を申し上げ

ます。

　昨年は、3年余りに渡ったコロナ禍を乗り越

え、多くの方々の懸命な努力によって希望を取

り戻した一年でした。中止や縮小を余儀なくさ

れてきたイベントが再開し、多くの皆様の笑顔

に接する中でまちに賑わいが戻ってきたことを

実感いたしました。

　本市では、「誰一人取り残さない」という

SDGsの理念に基づき、子どもの公共施設使用

料等の無料化をはじめ、公園等の原則禁煙化や

移動手段の確保策としてグリーンスローモビリ

ティの実証運行を行うなど、幅広い世代に寄り

添った事業を進めてまいりました。引き続き、

「子育て」「教育」「まちづくり」に重点を置き、

子どもからシニア世代まですべての人が暮らし

やすい「幸せ色あふれるまち」の実現に向け、

施策を進めてまいります。

　特に「まちづくり」については、リニア中

央新幹線新駅が設置される橋本駅周辺では土地

区画整理事業や街路事業を着実に進めるととも

に、相模原駅周辺においては、土地利用計画の

策定に向けた取組を進めてまいります。そして、

麻溝台・新磯野地区につきましては、第一整備

地区の土地区画整理事業の一日も早い完了に向

けて取り組むとともに、後続地区においては地

権者組織と調整を図りながら、民間活力を主体

とした事業手法によるまちづくりの早期実現に

向けた検討を行ってまいります。

　本年は、市制施行70周年の節目の年となりま

す。記念すべき年を迎えられたことを大変嬉し

く思うとともに、先人のたゆみない努力のおか

げで今の相模原市があることに心から感謝いた

します。急速に変化する社会情勢や複雑・多様

化する市民ニーズを的確に捉え、行政サービス

の向上と魅力あるまちづくりに向け、前例踏襲

に陥ることなく何事にも積極果敢にチャレンジ

することで、本市の将来の発展に向けて決意を

新たに歩みを進めてまいる所存です。第二期を

迎える「行財政構造改革プラン」を着実に実行

し、持続可能な行財政基盤を構築することで、

相模原の次代を担う子どもや若者達に希望のタ

スキを繋いでまいります。

　引き続き、市政に対する御理解、御協力をお

願い申し上げますとともに、本年が皆様にとり

まして、実り多く、素晴らしい一年となります

ことをお祈り申し上げ、年頭のごあいさつとさ

せていただきます。
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　当工業会主催の「令和6年 新年賀詞交換会」を1月19日㈮午前11時から、ホテル・ニューグランド・
ペリー来航の間で開催しました。
　当日は、黒岩神奈川県知事、山中横浜市長をはじめとする来賓をお招きするとともに、正会員、賛
助会員など約220名が出席しました。
　主催者を代表して挨拶に立った有井清会長は、まず、元日の能登半島地震、2日の羽田空港航空機
衝突炎上事故でお亡くなりになられた方々に哀悼の意を表しました。
　続いて、業界の課題として、人手不足による供給力の低下にふれ、働く人に選ばれる業界としてい
くために、「働く時間は短くし、賃金を上げていく」という事業者には厳しい課題に挑戦していく決意
を述べられました。
　また、今年、（一社）日本空調衛生工事業協会第29回全国会議を横浜で開催することに触れ、令和9
年に地元で開催されるグリーンエキスポなどを踏まえ、環境にやさしい未来を考える機会にしたい、
と抱負を語り、挨拶を締めくくりました。
　また、来賓を代表して黒岩知事、山中横浜市長、加藤県議会議長、瀬之野横浜市会議長よりご祝辞
を賜り、当会顧問の菅義偉衆議院議員からはビデオメッセージを、桐生秀昭神奈川県議会議員、佐藤
祐文横浜市会議員からもご祝辞をいただきました。
　ご祝辞の後、日空衛の髙𣘺専務理事の乾杯の発声で祝宴に移り、和やかな懇談のなか、盛会裏のう
ちに閉会しました。

令和6年新年賀詞交換会

黒岩 祐治
神奈川県知事

佐藤 祐文
横浜市会議員

瀬之間 康浩
横浜市会議長

桐生 秀昭
神奈川県議会議員

加藤 元弥
神奈川県議会議長

山中 竹春
横浜市長

髙𣘺 広幸
（一社）日空衛専務理事

菅 義偉
ビデオメッセージ
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　第53回横浜市公共建築工事安全パトロール（令和5年度）は、11月2日㈭に横浜市発注の4現場
（請負数7）について、安全パトロールを実施しました。

【安全パトロール班編成、パトロール現場】
班 氏　名 会 社 名 パトロール現場

1班 中 桐 成 浩
駒 澤 博 二

三 沢 電 機 ㈱
川 本 工 業 ㈱

①　南部児童相談所移転新築工事並びに上永谷
駅前地域ケアプラザ（仮称）及び上永谷駅
前コミュニティハウス（仮称）新築工事

②　瀬戸橋住宅（仮称）建替工事

2班 桑 田 義 行
名 越 徳 晶

エルゴテック㈱
㈱ ヨ コ レ イ

①　勝田小学校及び勝田小学校コミュニティハウス
（仮称）建替工事

②　新吉田第二小学校体育館改修その他工事

【重点目標】
1．高所作業における安全確保
　　・足場・脚立等からの転落落下防止措置
　　・危険個所における墜落制止用器具の取組み状況
2．安全な作業空間の確保
　　・作業ヤードの整理整頓
　　・作業ヤードと共用通路の区画、段差措置
3．仮設電気設備の安全対策
　　・電路系統先表示、漏電防止措置、点検状況
4．作業員の健康管理
　　・熱中症防止対策

　上記4項目を重点目標とし、安全パトロールチェックリストをもとにパトロールを実施致しました。
パトロール対象現場の平均出来高は10.0％（令和4年度43.3％）で、平均請負金額は19，374万円/件（令
和4年度9,689万円/件）という状況でした。
　パトロール点検項目は、28項目/現場（令和4年度30項目/現場）で昨年とほぼ同等の状況でした。
また、今年度パトロール対象の4現場（請負数7）のうち、空調設備工事と衛生設備工事が分離発注さ
れている現場が3件、空調設備工事と衛生設備工事が同一発注されている現場が1件という状況でした。
　7請負の内、当日5現場で設備作業員が入場し作業を行っておりましたが、現場も広く実際に作業さ
れている様子を確認することはほとんどできませんでした。どの現場も場内は非常によく整理整頓さ
れており、資機材置場、作業場（加工場含む）もきちんと整理されており「作業場の整理整頓、通路
の安全確保」はなされているのを確認しました。
　効果的なKY活動についても、すべての現場で作業員自身によるリスクアセスメントが実施されてお
り、活動が徹底され浸透していると感じました。点検項目の評価としては、「A評価」「B評価」の合計
比率が全体の97,4％（令和4年度99,33％）と昨年同様の高い評価であり、一部書類の不備と指摘事項
はありましたが全体では安全管理に対する意識は高い状態であると判断できました。

横浜市建築局
横浜市公共建築工事安全パトロール

安全委員会



− 8−

　令和5年11月2日㈭横浜市建築局、（一社）横浜
建設業協会、（一社）横浜市電設協会と当神奈川
県空調衛生工業会による合同安全パトロールが
実施されました。
　本年で第53回を迎えた合同安全パトロールの
工事内容については、学校関連施設が2件、市営
住宅1件、児童相談所・地域ケアプラザ・コミュ
ニティーハウスの複合施設1件で、近年既設建物
の増改築工事が半数以上を占めておりましたが、
今回は4件中3件が新築工事という内容でした。
工事金額においては5億4千万円から2千万円台ま
で様々ありましたが、昨年と比較すると1件あた
りの平均工事金額が2億弱と2倍になっており、
建設業界の現状を表している結果だと思いまし
た。
　今回の安全パトロール重点目標については、『高
所作業における安全確保（足場等からの転落落下
防止措置、危険個所における墜落制止用器具の取
組み状況、足場点検状況）』・『安全な作業空間の
確保（作業ヤードの整理整頓、作業ヤードと共用
通路の区画、共用通路の段差等の措置）』・『仮設
電気設備の安全対策』の3点を掲げ、現場巡視と
安全書類の確認を実施しました。
　当日は1件目である、南部児童相談所移転新築
工事並びに上永谷駅前地域ケアプラザ（仮称）及
び上永谷駅前コミュニティハウス（仮称）新築工
事の現場事務所に関係者が集まり、現場代表者よ
り工事概要説明及び進捗状況説明を頂き、建築、

電気、機械合同でパトロールを開始しました。空
調・衛生設備工事の進捗率は10％程度で、4階建
てRC造躯体が12月に上棟する予定で進捗してお
り、スリーブ工事と並行してピット内配管及び1
階天井内配管を一部進めている状況で、実際の作
業はほとんど確認することはできませんでした
が、重点目標である安全な作業空間の確保が確実
に行われていることを確認し、安全書類関係も良
く整備されておりましたが、有機溶剤取扱いに対
するリスク管理について改善をお願いしました。
　2件目の瀬戸橋住宅（仮称）立替工事は地上10
階建て178戸の市営住宅で、空調・衛生設備工事
の進捗率は2％程度と1件目と同様に、スリーブ
工事と並行してピット内配管を一部進めている
状況でした。ピット内作業では酸素濃度測定や、
入退出管理が確実に行われていることを書類も
含め確認させて頂きました。ピットの階高が2.9
ｍと深いので作業の際は手摺を設けるように改
善をお願いしました。安全書類関係は現場進捗に
沿って良く整備されており問題はありませんで
した。近隣対応としてはマンションや戸建て住宅
が近接しており、騒音、振動、粉塵等の配慮にご
苦労されている現場でもあると感じました。
　合同パトロールに参加させて頂き、様々な現場
で各社様の取組みを拝見し勉強させて頂いてい
る中で、安全衛生管理の重要性を再認識し、店社、
現場、協力業者が情報を共有し推し進める必要性
が年々増加していると思います。今後も、安全第
一を基本理念として、災害防止に労を惜しむこと
なく、安全活動に取り組んで頂きたいと思います。
　最後に、パトロールをして頂いた安全委員の皆
様、現場で準備して頂きました各社現場代理人の
方々、大変お疲れ様でした。

◎ 横浜市公共建築工事安全パトロールに
　 参加して

安全委員会委員
三沢電機株式会社 中桐 成浩
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　技術委員会主催の「令和5年度技術研修見学会」が令
和5年12月5日㈫に、神奈川県営箱根水道営業所管内水道
施設を中心に実施され、会員18名（15社）、事務局1名の
計19名が参加しました。
　県営箱根水道は、水道の給水や料金徴収、施設の維持
管理から災害時対応までを箱根水道パートナーズ㈱に包括
委託する全国的にも珍しい運営形態を採用しています。
　また、水源がすべて湧水であることから、浄水施設も一
般的な急速濾過ではなく紫外線や中空糸膜濾過処理を採
用し、給水区域の標高差が約650ｍあることも特徴です。
　今回の見学会では、箱根水道センターにおいて、箱根水
道パートナーズ㈱（松原一成所長）職員より箱根地区水道
事業について説明いただいた後、神奈川県企業庁平塚水
道営業所（山田修所長）の職員の案内により、日量12,800
㎥の湧水が出る水土野水源やこうした湧水からクリプトスポ
ジウム等耐塩素性病原生物を不活性化させる浄水施設とし
て、下湯配水池（紫外線処理）やイタリー浄水場（中空糸
膜濾過処理）の見学、さらに火山地帯ならではの課題として地熱により配水池周辺が荒廃する上湯配水池
についても案内をいただきました。
　最後に、大涌谷にある箱根ジオミュージアムにおいて、大涌谷にある蒸気井で火山性蒸気と仙石原からポ
ンプアップした水を混合することで温泉を製造し、仙石原や強羅地区に供給をしている箱根温泉供給㈱（石
村隆生代表取締役）の井手幸彦常務取締役より、その仕組みや現状、課題等について解説いただき、箱
根温泉の意外な一面を実感することができました。
　快く見学者の受入れをいただいた神奈川県企業庁平塚水道営業所を始めとする関係者の皆様に深く感謝
申し上げます。

令和5年度　技術研修見学会
～神奈川県営箱根水道営業所管内水道施設＆箱根温泉供給㈱温泉蒸気井～

技術委員会

神奈川県県土整備局による神奈川県震災対策訓練行われる
安全委員会

　令和6年1月18日㈭に「神奈川県公共建築物に係る地震時の点検等の協力に関する協定」に基づき、大
規模地震発生時の迅速な拠点施設の確保に向けた自動出動訓練が実施されました。
　神奈川県と出動協定をしている建設７団体の神奈川県建設業協会、神奈川県電業協会、神奈川県空調
衛生工業会、横浜建設業協会、川崎建設業協会、川崎市空調衛生工業会及び神奈川県中小建設業協会
から各会員が参加し、当工業会からは、自動出動会員3名（3社）が訓練に参加しました。

◇訓練対象施設　神奈川県庁、藤沢合同庁舎、高津警察署

川本工業㈱、大野設備工業㈱、㈱協和日成

◇今回の震災訓練に参加し、ご協力をいただいた会員会社（順不同・敬称略）
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「施工管理者等のための足場点検実務者研修」開催
安全委員会

　安全委員会主催令和5年度安全講習会「施工管理者等のための足場点検実務者研修」を下記のとお
り開催しました。

開催日	 令和5年12月18日（月）
会　場	 神奈川県建設会館2階　「講堂」
受講者	 49名
講　師	 建設業労働災害防止協神奈川支部

専任講師　上田 春彦氏

受講内容	 災害事例及び関係法令、足場の組立て
等の安全施工と保守管理

小堀安全委員長

　会員の皆様から作品を募りました令和6年度安全スローガンにつきましては、145名の方から239作
品という多くの応募をいただきました。厳正な選定審査の結果、最優秀賞1点、優秀賞2点が決定しま
した。
　選定された作品は以下のとおりです。

【選定結果】

区　　分 ス　ロ　ー　ガ　ン 会社名 氏名

最優秀賞 安全は人に頼るな任せるな　守ろう我が身と仲間の安全 
みんなで築く安全職場 興和工業㈱ 浅野　清

優 秀 賞

日頃の点検怠らず　皆の声掛け心掛け 
目指す笑顔のゼロ災職場 興和工業㈱ 塚原 久美子

守ろう我が身と仲間の安全　見せる見本に見習う姿勢 
みんなで築こうゼロ災職場 エルゴテック㈱ 一條 雅宏

　最優秀賞の作品につきましては、ポスターに採用し、スローガンの趣旨を生かしたポスターを独自
に製作し、新年度当初に会員の皆様にお届けします。
また、選定された3作品につきましては、5月に予定されている表彰式で副賞を添えて表彰いたします。

令和6年度安全スローガン選定結果
～最優秀賞が令和6年度安全ポスターに採用～

安全委員会主催
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令和 6 年　元旦

謹賀新年謹賀新年
2024年2024年
賀正賀正

会 長 有　井　　　清 株 式 会 社 ヨ コ レ イ
副 会 長 阿 部 哲 也 高砂熱学工業株式会社

〃 三　澤　　　隆 三 沢 電 機 株 式 会 社
専 務 理 事 鈴 野 和 重 （一社）神奈川県空調衛生工業会
理 事 雨 宮 朋 之 須 賀 工 業 株 式 会 社

〃 川 本 敏 之 川 本 工 業 株 式 会 社
〃 築 地 正 明 株 式 会 社 光 電 社
〃 高 橋 英 敏 ダ イ ダ ン 株 式 会 社
〃 小 松 信 幸 株 式 会 社 小 松 工 業
〃 小 林 範 雄 東 洋 熱 工 業 株 式 会 社
〃 丹 野 徳 人 株式会社丹野設備工業所
〃 東 軒 秀 和 熱研プラント工業株式会社
〃 朝 倉 保 幸 株式会社アクトエンジニアリング
〃 後 藤 守 利 カ ナ レ イ 株 式 会 社
〃  北 林 雅 彦 新菱冷熱工業株式会社
〃 横 山 順 二 エルゴテック株式会社
〃 小　澤　　　信 株 式 会 社 朝 日 工 業 社
〃 小　堀　　　段 興 和 工 業 株 式 会 社
〃 大 橋 真 悟 三 機 工 業 株 式 会 社

監 事 菊 地 達 郎 文 化 興 業 株 式 会 社
〃 奥　津　　　勉 奥 津 勉 事 務 所

相 談 役 川 本 守 彦 川 本 工 業 株 式 会 社
〃 大須賀　　　洋 株 式 会 社 光 電 社

五十嵐　一　喜



− 12 −

空間によって、求められる空気の「質」も変わります。

私たちはそこで過ごすヒトやモノに配慮しながら空気をデザインする。
ひとつひとつオーダーメイドで、その場所にふさわしい、最適な空気質をつくる。
心地よいと感じる「空気」があって、はじめて、
そこに居たいと感じる「空間」ができる。

そう信じているから。

健康空調 オクージオ
UVCランプで細菌やウイルス
を除去し、クリーンな空気を
つくります。
見えない恐怖からあなたの
大切な空間を守ります。

室外機一体型で省スペース。
現地での冷媒配管工事や
試運転調整の手間が無く、
手軽に新鮮外気量を増やせ
ます。

親 睦 会 報 告

◎令和5年度後期釣大会
　渉外委員会主催の釣大会が、令和5年12月1日㈮に金沢漁港「三春丸」において10名が参加して行われ
ました。上位入賞者は次のとおりです。

優　 勝 有 井　 隆 〔㈱ ヨ コ レ イ〕

準 優 勝 岡 村　 聡 〔㈱ 光 電 社〕

優勝者 有井　隆 氏 釣り大会参加者の皆様
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設備工事

工事 販売

保守

売掛

買掛 請求

https://www.uchida-it.co.jp/product/coresetsubi/
✉
☎ 03-6773-7788

its_info@uchida-it.co.jp

設備工事業向け基幹業務システム

詳しくは
WEBへ

販売～工事～保守の管理を一元化

12月定例理事会

　令和5年12月7日㈭午後4時から第603回定例理

事会が開催され、次の事項が協議され、原案ど

おり承認されました。

【協議事項】

1．「令和6年 新年賀詞交換会」実施要領に

ついて

２．友誼団体等賀詞交換会の出席について

定例理事会議事報告
（12月）
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神空衛は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

〇 令和5年度 第2回研修会＜会場およびオンライン＞

　　日　　時：令和6年2月14日㈬　午後2時～
　　テ ー マ：建設業のコンプライアンス
　　会　　場：神奈川中小企業センター

〇 令和5年度後期麻雀大会
　　日　　時：令和6年3月1日㈮
　　場　　所：麻雀クラブ「ロン」

　謹んで新年のご挨拶を申し上げるとともに、令和６年能登半島地震によりお亡くなりになられた

方々、被災された方々、羽田空港の飛行事故で犠牲となられた方々に、心からお悔やみとお見舞いを申

し上げます。

　正月からショッキングなニュースが続きましたが、まず我々にできる事は･･･通常の生活や経済活動を

する事だと思います。間接的となりますが、ただとても大切な事だと思いますので、我々も悲観的にな

らずに、通常の生活・経済活動を続けていければと思います。

　そういう意味で、新型コロナウイルス感染症が5類に移行し、賀詞交換会を4年ぶりに通常開催でき

たことは大変意義深いことと感じるとともに、ご臨席いただいた皆様にお礼申し上げます。

　今年の干支の「辰」にちなんで、天災や大きな事故に関しては、「竜頭蛇尾」になってほしいと切に

願って、会員の皆様にとって素晴らしい１年になりますよう祈念いたします。

（K・I）

編集後記

今後の行事予定
〇 第57回定時総会
　　日　　時：令和6年5月17日㈮　午後2時～
　　場　　所：ロイヤルホールヨコハマ

〇 令和6年度前期ゴルフ大会
　　日　　時：令和6年5月31日㈮
　　場　　所：横浜カントリークラブ

※日程等詳細は、確定次第開催通知をお送りいたします。


